
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多様性と私たちの仕事 所長  前中 貴次  
街中を歩いていてもマスクを外して行動される方が増え、コロナの脅威からの解

放を感じますが、同時に、インフルエンザの猛威も目の当たりにし、なかなか業務中

にマスクを外せずにおります。引き続き、感染対策を徹底してまいります。 

「多様性」。例え発達に偏りがあっても、知的な遅れがあっても、人種や性的指向

が違っても、家族構成や信仰宗教が異なっても、“みんなちがってみんないい※”、否

定されることではありません。しかし、実際に生活する中では、許容が行き届かず、ト

ラブルを生じさせてしまっていることが多いようです。 

「あるがかま」「ありのまま」を受け入れる 『尊敬・尊重』 

の気持ちや『（適度な）距離感』、これを保つのが難しい 

場面では、その環境や周囲の人の理解・調整を促すための 

「知識」や「技術」が必要になることを実感します。 

私たちの仕事は、個人に焦点を当てて「鍛える」だけではなく、周囲と『つなぐ』

周囲を『整える』『巻き込む』ことも含みます。お子さん“らしさ”を受け入れ、認め、

『なりたい自分』をサポートさせていただきます。 ※金子みすゞ「私と鳥と鈴と」より引用。 

苦情等解決委員会 副主任支援員 中谷 健太郎  

１０月１１日（水）、苦情解決委員会を開催しました。今年度、苦情として正式に

受理されたものはありませんが、近隣住民からの除雪や職員の支援に対するご意

見について委員会へ報告、対応を検討しました。 

第三者委員からは、地域にて事業を運営していく上での配慮点など、貴重な意

見を頂戴しました。 

虐待防止・身体拘束適正化委員会 副主任支援員  瓜田 有美 

１０月１１日（水）、虐待防止・身体拘束適正化委員会を開催、これに先立ち、９

月には３事業所それぞれにて「身体拘束適正化研修」を実施しました。 

職員の自己チェック結果から、相談体制の構築について、メンタルケアについて

話題となり、働きやすい職場づくりについて話し合われました。 

また、身体拘束の記録から、ガイドラインを遵守しているかを点検し、委員会でそ

の内容を確認、再発防止策の検討を行いました。 

ライフサポートあおばの理念 「共感・協働・共生」 
＜基本方針＞ 

１ 本人と家族の思いを大切にし、共に歩みます。 

２ 支援の輪を大きくするために、職員同士、関係機関と協力し合います。 

３ みんなが普通に暮らしていけるよう、地域との架け橋になります。 

法人理念 
 

私たちは、すべての人がお

互いに尊重し合い、安心して

暮らしていける社会の実現

を目指します。 
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画像掲載にあたっては、本人またはご家族の事前承諾を得ています。 

 
 

 
 

今年の夏は暑かったですね。水遊びでは、ジョウロや水鉄砲を

思い思いに使って楽しみました。 

遠足では、桜川南緑地へ行き、遊具で体を動かしました。 

７月に実施した地震想定の避難訓練では、ヘルメットを装着す

る訓練を行いました。 

秋も深まるころ、「紅葉」をテーマに制作を行いました。絵の具

の使い方に個性が顕れました。（瓜田） 

 

秋も深まり、過ごしやすい日々が続いています。 

毎日子どもたちはそれぞれの課題や余暇活動などへ、元気い

っぱいに取り組んでいます。 

先日はハロウィンイベントを行い、カボチャの小物入れを製作。

仮装をして撮影、ハロウィン用のおやつで雰囲気を楽しみました。 

これから迎える冬にも、季節を感じることができるような行事を

予定しています。（晴山） 

 

今年度は成人期への移行を考慮し、春から作業体験・生活体

験を取り入れつつ、成人期事業所への見学なども実施しました。 

１０月はハロウィンイベントを実施しました。ハロウィンにまつわ

るグッズから仮装し、写真撮影。撮影後はハロウィン用のお菓子

を食べました。また、火災を想定した避難訓練を実施しました。 

職員の誘導に従い、事業所の外に避難しました。（中谷） 

 

こんなことにお悩みではありませんか？ 
 

「子育てをしていて難しさを感じる…」 

「福祉サービスの利用をしたいがどうしたらいいか…」 

「障害のある子とのかかわり方に不安がある…」 

「障害福祉について知りたい」など、 

ありましたら、気軽に私たちまでご相談くださいませ。 

活動のあしあと ～各事業所からの報告～ 

事業所住所・連絡先 

デイサービスセンターあおば 

〒030-0945 青森市桜川九丁目 11-6 

℡ ０１７-７５２-０５６２ 

デイサービスセンターすこやか 

〒０３０-０８４５ 青森市緑三丁目３-１６ 

℡ ０１７-７６２-７５７０ 

チャレンジサポートすこやか 

〒030-0965 青森市松森二丁目 11-13 

℡ 017-752-1751 

●ペアレント・トレーニング 

7 月に指導者養成研修を受講した職員が、10 月より、

徐々にペアレント・トレーニングを実施しています。 

参加者は子どもの行動を変えることを目的として、ほめ

方や指示など具体的な養育スキルの獲得を目指し、積極

的に参加されていました。 

 今後も適宜開催を検討します。 

参加を希望される方は職員まで 

気軽にお声がけください。 

担当；晴山・田中・倉内 

●職員の動き 

＜退職＞ 令和５年７月３１日付 

成田 美木（デイサービスセンターすこやか） 

＜採用＞ 令和５年１２月１日付 

村田 真紀（デイサービスセンターあおば） 

＜異動＞ 令和５年１２月１日付 

  佐藤枝美子（チャレンジサポートすこやか 

➝デイサービスセンターすこやか） 

デイサービスセンター 

すこやか 

チャレンジサポート 

すこやか 

デイサービスセンター 

あおば 


